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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 15年 12月 12日 (2003.12.12)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
汚 泥 の 堆 肥 化 処 理 方 法 と し て は 、 原 料 に 水 分 調 整 材 を 配 合 し 、 栄 養 を 補 給 し て 切 り 返 し を
行 い な が ら 発 酵 す る 方 法 、 す な わ ち 、 糞 の 堆 肥 化 と 同 様 の 処 理 が な さ れ て い る が 、 汚 泥
は 糞 と は 生 成 過 程 が 異 な る た め 、 も と も と 高 温 で 発 酵 分 解 す る 微 生 物 が 少 な く 、 ま た 、
水 中 に 長 く 静 止 状 態 で 堆 積 し て い た こ と か ら 微 生 物 が 活 動 し に く い 状 態 に あ り 、 糞 の よ
う に 簡 単 に は 発 酵 し な い と い う 問 題 が あ る 。 特 に 、 低 温 で は ほ と ん ど 発 酵 し な い の が 実 情
で あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ６ 】
他 方 、 特 開 平 １ １ － ２ ４ ４ ８ ９ ８ に は 、 汚 泥 を 好 気 性 高 温 代 謝 型 の 微 生 物 で 処 理 し た 種 コ
ン ポ ス ト と 、 処 理 す べ き 汚 泥 と を 、 密 閉 さ れ た １ 次 発 酵 槽 １ 内 に 投 入 し 、 送 気 と 排 気 を 強
制 的 に 行 っ て 空 気 を 循 環 さ せ て 発 酵 処 理 し た 後 、 密 閉 さ れ た ２ 次 発 酵 槽 ２ に 移 し 、 同 様 に
し て さ ら に 熟 発 酵 処 理 す る 堆 肥 化 方 法 及 び そ の た め の 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。 し か し な
が ら 、 こ の よ う な 閉 鎖 方 式 の 発 酵 方 法 は 酸 欠 状 態 に な っ て 発 酵 微 生 物 の 活 動 が 停 止 し 、 通
気 を 行 っ て も 、 外 気 温 が ３ ０ ℃ 以 下 で は 発 酵 し な い と い う 問 題 が あ り 、 堆 肥 化 が 困 難 で あ
っ た 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 第 １ の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 汚 泥 堆 肥 化 方 法 は 、 汚 泥 に 好 気 性 微 生 物 と 水
分 調 整 材 を 配 合 し て 水 分 ５ ０ ～ ６ ５ ％ に 調 整 す る 原 料 調 整 工 程 と ； 前 記 調 整 原 料 を 渦 流 加
圧 混 練 機 で 混 練 す る こ と に よ り 、 ２ ０ ～ ３ ５ ℃ に 昇 温 さ せ る と と も に 、 汚 泥 内 の 内 在 微 生
物 と 固 形 分 に 物 理 的 刺 激 を 与 え て 発 酵 し や す い 環 境 に 調 整 す る 前 処 理 工 程 と ； 前 記 前 処 理
を し た 原 料 を 、 断 熱 発 酵 槽 に お い て 放 熱 を 抑 制 し 、 十 分 な 送 気 の 下 で 切 り 返 し な が ら 粉 砕
す る 発 酵 処 理 工 程 と ； か ら な る こ と を 特 徴 と す る 。 上 記 水 分 調 整 材 は 、 好 ま し く は 、 水 分
３ ０ ％ 以 下 の 材 料 を 使 用 す る 。 こ れ ら の 材 料 に は 汚 泥 焼 却 灰 な ど を 使 用 す る も 一 つ の 方
法 で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ３ 】
す な わ ち 、 汚 泥 は 水 分 含 有 率 が 高 く 、 糞 な ど に 比 べ 分 解 微 生 物 の 定 住 量 が 少 な い た め 発
酵 し に く い 性 質 が あ る 。 こ の た め 、 本 発 明 で は 第 １ 工 程 と し て 、 先 ず 、 汚 泥 に 好 気 性 微 生
物 と 水 分 調 整 材 を 配 合 し て 水 分 ５ ０ ～ ６ ５ ％ に 調 整 す る 。 好 気 性 微 生 物 と 水 分 調 整 材 は 別
々 に 配 合 し て も よ い が 、 す で に 堆 肥 化 し て あ る 種 コ ン ポ ス ト は 好 気 性 微 生 物 を 含 み 、 水 分
調 整 機 能 を 有 す る の で こ れ を 配 合 す る の が 好 ま し い 。 ま た 、 前 記 の 水 分 に 調 整 す る た め の
水 分 調 整 材 は 、 配 合 量 の 効 率 等 を 考 慮 す る と 水 分 ４ ５ ％ 以 下 の も の を 使 用 し 、 さ ら に 好 ま
し く は 水 分 ３ ０ ％ 以 下 の 材 料 が 好 ま し い 。 こ の よ う な 材 料 と し て は 、 汚 泥 の 焼 却 灰 を 使 用
す る の も 一 方 法 で あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ８ 】
図 １ ～ 図 ３ に 示 す よ う に 、 渦 流 加 圧 混 練 機 １ は 、 調 整 済 み 原 料 の 投 入 ホ ッ パ ５ を 有 す る 中
空 の ケ ー シ ン グ ６ 内 に 、 モ ー タ ７ で 回 転 駆 動 す る ２ 本 の 混 練 ユ ニ ッ ト ８ 、 ９ を 平 行 に 配
設 し て あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ２ ０ 】
こ の よ う に 、 本 発 明 で は 渦 加 圧 混 練 機 １ に ２ 本 の 混 練 ユ ニ ッ ト ８ 、 ９ を 、 各 々 の ス ク リ
ュ ー １ １ 及 び 回 転 混 練 歯 １ ２ が 噛 み 合 っ て 回 転 す る よ う に し た こ と に よ り 、 一 方 の 混 練 ユ
ニ ッ ト ８ 、 ９ の 回 り の 原 料 が 他 方 の ユ ニ ッ ト の ス ク リ ュ ー 及 び 回 転 混 練 歯 に よ っ て 掻 き 落
と さ れ 、 撹 拌 さ れ る た め 、 原 料 の 共 回 り が 抑 制 さ れ 効 率 よ く 送 り だ さ れ る 。 　 ま た 、 混 練
ユ ニ ッ ト ８ 、 ９ の 回 転 歯 １ ０ の 径 が 原 料 送 り だ し 方 向 に 向 け て 次 第 に 太 く し た こ と に よ り
、 原 料 は 渦 加 圧 混 練 機 １ 内 で 短 時 間 で 昇 温 す る
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 ０ ２ ６ 】
汚 泥 を 原 料 と す る 堆 肥 は 粘 性 が 高 い た め 団 塊 に な り 易 く 、 ま た 、 こ の 団 塊 は 切 り 返 し 装 置
で 掻 き 上 げ だ け で は 破 砕 さ れ に く い 。 こ の た め に 本 発 明 の 汚 泥 堆 肥 化 装 置 は 、
切 り 返 し 装 置 ３ の 原 料 落 下 位 置 に 破 砕 装 置 ４ を 設 け て あ る 。 こ の 破 砕 装 置 ４ は 、 図 ４ ～ 図
５ に 示 す よ う に 、 回 転 軸 体 ２ ２ の 外 周 に 放 射 状 の 粉 砕 羽 根 ２ ３ を 多 段 に 固 設 し た 一 対 の 粉
砕 ユ ニ ッ ト ２ ４ 、 ２ ５ を 用 い 、 こ の 粉 砕 ユ ニ ッ ト ２ ４ 、 ２ ５ の 粉 砕 羽 根 ２ ３ 、 ２ ３ が 相 互
に 噛 み 合 っ て 上 か ら 下 に 回 転 す る よ う に し て 平 行 に 組 合 せ 、 相 互 の 粉 砕 羽 根 ２ ３ 、 ２ ３ 間
に 落 下 し た 原 料 を 抱 き 込 ん で 噛 み 砕 く よ う に し て あ る 。 従 っ て 、 こ の 粉 砕 羽 根 ２ ３ は 相 互
の 粉 砕 羽 根 ２ ３ 間 に 原 料 を 抱 き 込 ん で 破 砕 す る 点 で 、

と は 、 解 決 し よ う と す る 課 題 、 構 造 、 機 能 が ま っ た く 異 な る も の で
あ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 符 号 の 説 明
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 符 号 の 説 明 】
１ … 渦 流 加 圧 混 練 機
２ … 発 酵 槽
３ … 切 り 返 し 装 置
４ … 粉 砕 装 置
５ … ホ ッ パ
６ … ケ ー シ ン グ
７ … モ ー タ
８ … 混 練 ユ ニ ッ ト
９ … 混 練 ユ ニ ッ ト
１ ０ … 回 転 軸
１ １ … 圧 送 ス ク リ ュ ー
１ ２ … 回 転 混 練 歯
１ ３ … ゲ ー ト
１ ４ … 固 定 混 練 歯
１ ５ … 調 整 原 料
１ ６ … 壁
１ ７ … 送 風 機
１ ８ … エ ア ー レ ー シ ョ ン 配 管
１ ９ … 不 織 布 層
２ ０ … 移 動 台 車
２ １ … 掻 き 上 げ ブ レ ー ド
２ ２ … 回 転 軸 体
２ ３ … 粉 砕 羽 根
２ ４ … 粉 砕 ユ ニ ッ ト
２ ５ … 粉 砕 ユ ニ ッ ト
２ ６ … 通 気 開 放 口
２ ７ … ハ ウ ジ ン グ
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